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事例に学ぶ！

“起死回生”に成功した経営者は会計事務所を活用していた！
リスク・カウンセラー 細野孟士

経営危機に陥った経営者からの４～５百件の相談事例の中には、百社百様の原因と苦境から脱出するための
生々しいドラマとありますが、その中でも“起死回生”が果たせる経営者は残念ながら数パーセントに満たな
いという現実の厳しい姿があります。

１．再生できた企業は早期発見、早期対策をしている

企業が経営危機に直面したときの状態は、対応を怠ると概ねＡ～Ｅのステップに進行していきます。
どのステップで、どのような対応をするかによって、その企業が再生できる企業なのか、破産してしまう企

業なのか…状況は大きく変わってきます。

経営危機に直面した経営者は、表の「Ａステップ」の時点で積極的に会計事務所に相談しておくことによっ
て、その企業の生死が決まると言っても過言ではありません。
「Ｂ～Ｃステップ」では、もはや再生、再起の専門家による火急的な『再生支援対策』を講じなければ、ま

たたく間に「Ｄステップ」に進行してしまい、再生の可能性が極めて低くなっていますので、事業継続を断念
することも視野に入れ、親族を含む近親者にその実態を開示しておき『起死回生』のための余力を残しておく
ことも必要です。
すでに「Ｅステップ」に至ってしまった場合には、「如何にして家族と社員を守るか…」を基本に専門家の

指導の下に、限られた選択肢の中から最善の道を撰んで粛々と進むことが良いでしょう。

２．経営危機の時こそ会計事務所を活用しよう

経営者の会計事務所に接する意識はさまざまですが、年に１回、資料をまとめて渡して決算書を作成しても
らうという経営者がいますが、経営危機に直面したからといって会計事務所に相談したところで会計事務所で
も十分な対応が出来ないことはいうまでもありません。
会計事務所は、経営者の一番身近な立場で相談を受け、顧問先の財務状況を詳らかに知る立場にあるわけで

すから、時系列的に変化している月々の財務諸表の作成を通しているからこそ、『経営危機の芽(兆し)』が見
えているのであって、経営者とほぼ同時限でそれを知ることになります。
会計事務所を効果的に活用している経営者は、頻繁に会計事務所との連携を保ち、刻々と変化している経営

情報をデスクローズしているので、『経営危機の兆し』の発見も早く、しかも情報が共有化されていることか
ら速やかに分析と対策が可能になってきます。
経理伝票の処理業務と決算申告をするだけが会計事務所ではありません。多くの経営情報や広い専門家集団

のネットワークを持っているからこそ会計事務所は経営者の味方なのです。それができない会計事務所である
ならば、目先の顧問料の安さにこだわらず、ご自分の会社に相応しい会計事務所を探すべきです。

お問い合せは「ビジネス会計人クラブ・事務局」へお願いいたします。

Ｂ.Ａ.Ｃ『企業再生･整理･再起』支援チーム
http://kigyo-saisei.seesaa.net/
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危機の段階 経営危機になった時の企業実態 会計事務所との連携状態

Ａステップ

突発的な異常事態が発生した

不渡手形、顧客の倒産、経済異変、火災・天災の発生

品質トラブル、ＰＬ訴訟、法的トラブル

①異常事態の現況分析と再発防止対策

②直近試算表の作成とスクリーニング

③資金繰り表作成と金融機関対策

Ｂステップ

B/Sの資産はプラスだが恒常的な赤字が更に拡大

商品寿命の終焉、業界の終焉、競合商品の台頭

担保物件の追加、連帯保証人の追加要求、恩借り発生

①Ｍ＆Ａ、事業再生プログラムの検討

②スクリーニング、事業譲渡、

③正規金融機関での借入組換え、リスケ交渉

Ｃステップ

B/Sで債務超過であり恒常的な赤字が更に拡大

売上減少、借入額の限界、租税公課の納付遅延

リストラ対策の限界、恩借りの限界

①事業譲渡、再起プログラムの実行

②保証債務を顕在化させ解決方法を検討

③リスケ交渉の強行実施、保険の契約の再考

Ｄステップ

先付け小切手、支払手形のジャンプ交渉

商品の投げ売り、支払い日の変更、手形サイト延長

日々資金繰り、高利の街金からの資金調達に奔走

①法人と個人の「清算B/S」の作成

②破産申立費用の捻出開始と蓄積

③保証人（恩借り親族）へ危機実態を開示

Ｅステップ

公租公課の納付停止、仕入が停められる

買掛金、経費、経理社員、幹部社員の退職、

家賃の滞納、リース引落停止、支払利息の停止

①破産費用の準備、弁護士打ち合わせ

②受注先、仕入れ先、と再起準備の相談

③現有資産の換価、破産時期(Ｘデー)の決定


